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要   旨：   西欧諸国における心筋梗塞発症率の継続的な上昇は、緑色野菜、果物、および

魚が不足して、飽和脂肪を含有する食品が多い質の悪い食生活によって、少なく

とも一部は説明できる。 

対照的に、緑色野菜、果物、魚、およびブドウワインが多い地中海食事が心臓

保護する有効性を強調する強力な証拠を、多くの疫学研究が提供している。 

これらの産品の習慣的な摂取は、硝酸塩／亜硝酸塩／NO、多価不飽和脂肪酸

(PUFA)、およびレスベラトロールなどのポリフェノール化合物の蓄積を体内に 

引起す。 

これらの成分は生物活性の外因性メディエーターで心筋梗塞を強く保護すると、

研究で確認されている。 

 

この総説の目的は、亜硝酸塩／NO、PUFA、および近年発見されたブドウワイ

ンのフェノール化合物によって介在される心臓保護経路の批判的で綿密な解析を

提示することであり、各種のメカニズムおよび化合物のクロストーク(混線)も含ま

れる。 

全体として、心筋梗塞の新規治療手段の設計および作成をこれらの研究結果は

促進すると思われる。 
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